


歌人

恋しくて 歌人のように 言えるなら 眠れぬ夜に 千を数える

story

どうすれば好きな人に 自分の気持ちを上手に伝えられるだろうか。

そう考えると夜も眠れません。

もしも歌人のように 綺麗な歌で言えるならと

夜毎に詠んだ歌は、千首を超えてしまいました。



ガーター

あこがれの 狙ったハートは ストライク 熱い視線に ボールは反れた

story

グループで行ったボーリングは、憧れの君とのファーストコンタクト。

君の気を引きたくて ストライクを狙った僕でしたが、

君の視線に緊張して投げたボールは、ピンをかする事もなく溝へと転がりました。

でも、自分の気持ちは、真っ直ぐ届けたい。



心に咲く花

待ち合わせ 白い薔薇かと 見間違う あなたはかくも 可憐なことか

story

初めて君と待ち合わせた時、君は まるで白い薔薇のように見えました。

普段見ている君より、ずっと美しく、こんなに魅力的だとは 想像以上です。



ナビゲーター

風見鶏 風の吹く向き 示すなら 恋の行方も 教えておくれ

story

館の屋根に立つ風見鶏は、いつも風の吹く方向を指しています。

それなら、風見鶏君、今度の恋の進む道 

何処へ行けば良いか 僕に教えてくれないか。



二人の時間

二人きり 時の流れは なぜ速い 星に願った 時間よ止まれ

story

いつもの帰り道、一人で帰るより 君と二人で帰る時の方が

どうしてこんなに 速く過ぎてゆくのだろうか。

夕暮れ空の一番星に 心の中で願いをかけた。

ほんの少しで良いから、時間を止めてくれ。



ハンドメイド

昼下がり 君が届けた お弁当 出来る事なら 眺めていたい

story

昼休みに 君が僕に初めて作ってくれた お弁当を見た時、

嬉しくて食べるのが勿体ないと思い、なかなか箸をつけられませんでした。

目の前にいる君の笑顔で、お腹が一杯かもね。



ルージュの薔薇

僕の頬 小さな薔薇が 紅く咲き 君への想い より濃いものに

story

初めて君が 僕の頬に口づけをした時、口紅がついた頬は

まるで小さな 紅い薔薇が咲いたようでした。

その瞬間から 君を愛する気持ちは、その紅色よりも もっと濃い色に変わりました。



メモリー

忘れない 二人交わした 熱い夜 肩の爪跡 たとえ消えても

story

君が僕の肩につけた爪跡 この傷が消えても

君と初めて 抱き合った夜の事は 忘れないでしょう。



小悪魔

幾人の 心を盗む いとし君 男はそれを 小悪魔と言う

story

いつも優しく振る舞い、もしかして 愛しい君は 僕のことが好きなのだろうかと

悪気もなく 純な男心を奪っていく。

しかし、君には既に恋人がいて、心を盗まれた男は 他にもいた。

傷ついた男達は このような女性を 小悪魔と言っています。



牽牛と織姫

天の川 二つの星は 切なくも 恋失えば 憧れるもの

story

自分の恋が進行している時は、七夕の夜にしか会えない牽牛と織姫の事が

とてもかわいそうに思えていました。

しかし、失恋した今では、年に一夜会うことのできる二人が

とてもうらやましく 恋に憧れるようになりました。


